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「
人
権
」
は
歴
史
的
に
み
る
と
、
18

世
紀
末
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
生
ま
れ
た
考

え
方
で
す
。 

し
か
し
当
初
は
、植
民
地
の
人
々
や
、

人
種
の
異
な
る
人
々
、
奴
隷
な
ど
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
女
性
や
子

ど
も
も
成
人
男
性
と
同
じ
人
権
を
持
っ

て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん

で
し
た
。 

そ
れ
が
、
人
で
あ
れ
ば
、
ど
こ
に
い

て
も
、
だ
れ
に
で
も
、
い
つ
で
も
、
尊

ば
れ
、
ま
も
ら
れ
る
と
さ
れ
た
の
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
、
国
際
連

合
が
で
き
て
か
ら
で
し
た
。 

そ
し
て
、
戦
後
の
私
た
ち
の
日
本
国

憲
法
は
、「
個
人
の
尊
厳
」
の
確
保
を
最

大
の
目
的
と
し
ま
し
た
。 

    

          
そ
れ
ゆ
え
、
三
大
原
理
の
基
本
的
人

権
の
保
障
（
尊
重
）・
国
民
主
権
・
平
和

主
義
の
中
で
も
、最
も
重
要
な
原
理
は
、

基
本
的
人
権
の
保
障
（
尊
重
）
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。 

だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
、
法
務
省
が

２
０
１
７
年
度
に
重
要
な
人
権
課
題
と

し
て
17
分
野
を
挙
げ
て
い
る
内
の
、
ど

れ
か
一
つ
で
も
自
分
自
身
の
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

今
年
度
の
宝
木
校
区
小
地
域
懇
談
会

で
は
、
昨
年
の
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
基
に
、
特
に
関
心
の
高
い
テ
ー
マ
を

選
び
学
習
す
る
予
定
で
す
。
ま
ず
は
、

〝
知
る
〟
と
い
う
事
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
。 

  

副
会
長 

吉
田 

和
行 

 

宝
木
地
区
人
権
啓
発
推
進
協
議
会
に

携
わ
っ
て
４
年
経
過
し
ま
し
た
。
皆
様

に
は
、
小
地
域
懇
談
会
、
ふ
れ
あ
い
交

流
会
な
ど
、
ご
支
援
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。 鳥

取
市
の
人
権
政
策
は
、
平
成
25
年

改
訂
の
鳥
取
市
人
権
施
策
基
本
方
針
に

て
、
16
の
人
権
課
題
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
第
１
に
同
和
、
第
４
に

子
ど
も
、
第
５
に
高
齢
者
、
16
番
目
に

は
災
害
時
の
人
権
が
提
起
さ
れ
、
人
権

問
題
は
私
た
ち
の
日
々
の
生
活
に
て
身

近
に
潜
む
も
の
と
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
日
本
国
は
、
昨
年
新
た
に
３

本
の
画
期
的
人
権
関
連
の
法
律
を
施
行

し
ま
し
た
。
以
下
そ
の
概
要
紹
介
致
し

ま
す
。 

一
、「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」 

 

こ
れ
は
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
と

し
て
４
月
の
施
行
で
す
。 

 

障
害
の
あ
る
人
へ
の
差
別
を
な
く
し
、

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き

る
社
会
を
目
指
す
も
の
で
す
。
具
体
的

に
は
、「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁

止
」
と
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
が
求

め
ら
れ
ま
す
。 

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
と
は
、
例

え
ば
難
聴
の
方
に
、
音
声
だ
け
で
は
な

く
、
同
時
に
文
面
に
て
も

伝
え
る
な
ど
、
負
担
が
重

す
ぎ
な
い
範
囲
で
の
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

二
、「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な

差
別
的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組

み
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」 

 

こ
れ
は
、「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
の

た
め
の
法
律
」
で
６
月
の
施
行
で
す
。 

 

特
定
の
国
の
出
身
の
人
々
を
、
そ
の

出
身
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
一

方
的
に
我
が
国
の
社
会
か
ら
追
い
出
そ

う
と
し
た
り
、
危
害
を
加
え
よ
う
と
し

た
り
す
る
言
動
を
許
さ
ず
、
そ
の
解
消

に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
も
の

で
す
。 

三
、「
部
落
差
別
解
消
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」（
12
月
施
行
） 

 

基
本
理
念
は
、
全
て
の
国
民
が
等
し

く
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
か
け
が
え

の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き

と
し
、
部
落
差
別
を
解
消
す
る
必
要
性

に
国
民
一
人
一
人
が
理
解
を
深
め
、
差

別
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
国

家
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
が
法

律
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

 

引
き
続
き
宝
木
校
区
人
権
啓
発
推
進

活
動
へ
の
ご
理
解
ご
鞭
撻
、
何
卒
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

昨年度の小地域懇談会の様子 
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編
集
後
記 

 

人
権
問
題
は
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
の
身
近
な
と
こ
ろ
に

潜
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
詳

し
く
は
分
か
ら
な
い
・
知
ら

な
い
と
い
う
方
の
ほ
う
が
多

い
と
思
い
ま
す
。 

宝
木
校
区
人
推
協
で
は
、

研
修
・
小
地
域
懇
談
会
・
ふ

れ
あ
い
交
流
会
を
通
し
て
、

皆
さ
ん
に
ひ
と
つ
で
も
多
く

の
人
権
問
題
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

平成２９年度～３０年度 

   役 員 名 簿 

 

部落選出人権学習推進員 

 
平成２９年度 

平成２９年度 事業計画 

嶋田　安雄

上根　孝浩

北村　正雄

原　 克栄

山田　勝己

藤本　邦子

常　松 尾崎　吉彦

冨　吉 吉村　昌典

木下　 茂

田中　敏明

松本　 稔

山本　清和

奥沢見 谷中　健美

西垣 　守

澤田　保男

上　光

下光元

夏ヶ谷

宝　木

水　尻

酒　津

期　日 会 研　修 広　報

４月 監査会・総会

５月 三役会

６月 推進員全体研修会 人推協だより発行

７月 視察研修

８月 三役会　役員会

９月

１０月

１１月

１２月 三役会

１月 役員会

２月

３月 三役会 交流会 人推協だより発行

小
地
域
懇
談
会

各

部

会

講
座
・
集
会
・
大
会

 

 

宝木校区の住民の方を 

対象に、人権学習を行う予定ですので、 

詳しい日程等はまたお知らせいたします。 

 

 

９月頃より各部落で開催予定です。今回は

「高齢者の人権」と「障がい者の人権」、こ

の２つをテーマとし、DVD を視聴しなが

ら学習したいと思います。 

皆さんの参加を 

お待ちしております。 

職　　名 集　落 名　　前 区　　分

会 長 夏ヶ谷 秋 山 智 博 解 放 同 盟 気 高 支 部 長

冨　吉 吉 田 和 行 宝 木 地 区 公 民 館 長

酒　津 西 垣 守 酒 津 地 区 公 民 館 長

夏ヶ谷 秋 山 智 博 解 放 同 盟 気 高 支 部 長

宝　木 藤 本 高 一 解 放 同 盟 気 高 支 部 役 員

酒　津 西 尾 雅 彦
部 落 区 長 ・ 福 祉 委 員
気 高 地 域 振 興 会 議 委 員

上　光 嶋 田 安 雄 部 落 区 長 ・ 福 祉 委 員

下光元 北 村 正 雄 部 落 区 長 ・ 福 祉 委 員

夏ヶ谷 藤 本 克 彦 部 落 区 長 ・ 福 祉 委 員

常　松 尾 崎 吉 彦 部 落選 出人 権学 習推 進員

冨　吉 吉 村 昌 典 部 落 区 長 ・ 福 祉 委 員

宝　木 木 下 茂 部 落 区 長 ・ 福 祉 委 員

水　尻 松 本 稔 部 落 区 長 ・ 福 祉 委 員

奥沢見 水 田 能 成 部 落 区 長 ・ 福 祉 委 員

酒　津 瀧 本 昭 良 地 域福 祉推 進協 議会 理事

夏ヶ谷 居 川 結 香 気 高 人 権 福 祉 セ ン タ ー

酒　津 河 根 裕 二 保 護 司

上　光 岡 田 寿 晃 学 識 経 験 者

宝　木 奥 田 真 樹 子 宝 木 地 区 公 民 館

酒　津 内 田 祐 子 酒 津 地 区 公 民 館

監　　 　　査

顧 問

事 務 局

副 会 長

人 権 啓 発
推 進 員

部 落 代 表
幹 事


